
  2. 令和 4 年度 一般会計予算総額 39 億円
　　　「安心・安全への対応」「ICT 利活用」「地域活力の再構築」第６次総合計画の力強い推進

  4. 〈Pick Up!〉 「御意見番　私たち、野上町長にこんなことを期待してます！」
  6. 〈議案審議〉当初予算 / 補正予算
  9. 《特集！》OVER TALK かつうらアップデート
   　『 勝浦病院 ー期待される役割と将来像ー 』
13. 一般質問
21. 次期モニター / 議長コラム 勝浦想生
24. ー地域のホシ　ガンバる人ー かつうらガンバロウズ 
   『加藤大典　伝統を踏

とう
襲
しゅう

しながら柔軟に』　
     編集後記
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「
安
心
・
安
全
へ
の
対
応
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
」「
地
域
活
力
の
再
構
築
」

「
安
心
・
安
全
へ
の
対
応
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
」「
地
域
活
力
の
再
構
築
」

第
６
次
総
合
計
画
の
力
強
い
推
進

第
６
次
総
合
計
画
の
力
強
い
推
進

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

総
額
総
額
3939
億
３
４
０
０
万
円

億
３
４
０
０
万
円

ため池防災・減災事業
生名地区「水神池」のため池廃止のための
設計及び工事費用

万
円消防団員報酬 

（増額改訂）

団員報酬と出動手当の増額

万
円

ふるさと納税強化事業
納税額を増やすため、ポータルサイトの活用や返礼品の開発等

万
円

パイロット園地整備事業
新規就農者等へ貸し付けるための園地除草やみかん苗木代

万
円

ケーブルテレビ
サービス利用助成事業
インターネットを使用しない世帯への助成

万
円

サルビア作業所移転
（準備）

デイケアコスモス跡地への移

転のための設計等

万
円

個別避難計画
作成推進事業
災害時の要支援者の避難計画を作成

万
円

3
月
ひ
な
会
議
は
、
3
月
2
日
か

ら
22
日
ま
で
開
催
し
、
令
和
3
年
度

補
正
予
算
、
4
年
度
一
般
会
計
予
算
、

特
別
会
計
予
算
、
条
例
改
正
等
10
議

案
と
発
議
1
議
案
を
審
議
し
可
決
し

ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質
問
に
7
議

員
が
登
壇
し
、
町
政
に
切
り
込
み
ま

し
た
。

阿波かつうらブランド化推進事業
商品開発・推進体制構築等

万
円

アドバイザーを招へいし、活性化協会に事務局を置き推進

国民健康保険 6 億 9983 万円
介護保険 9 億 8763 万円
後期高齢者医療 1 億 2186 万円
物産販売 1423 万円
住宅新築 56 万円

令和 4年度特別会計予算

６次産業化推進事業
オレンジファクトリーを試作施設から製造販売施設へ変更

万
円

万
円億

星谷橋架け替え事業

令和 13 年完成予定。

測量・道路設計・用地調査等

簡易水道事業 1 億 4709 万円
勝浦病院事業 9 億 2402 万円
集落排水事業 6065 万円

令和 4年度企業会計予算（収益的収入）

3 2



P i c k  U p

御意見番
私たち、野上町長に

こんなことを期待してます！

2014 年以来 8 年ぶりの無投票選で再選を果たした野上町
長。野上町政の第二期がスタートし町民の期待も高まりま
す。そんな野上町長・町政に期待することを伺いました。

全
国
的
に
通
学

中
の
子
ど
も
達

が
交
通
事
故
の

巻
き
添
え
に
な
る
事
案
が
多
発
し
て
い

る
。
早
急
に
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。

現
在
の
生
比
奈

駐
在
所
は
場
所

が
分
か
り
づ
ら

く
、
危
険
な
と

こ
ろ
に
あ
る
。生
比
奈
小
前
に
移
転
す
れ
ば
、

住
民
の
安
心
安
全
に
繋
が
る
と
思
う
。

子
育
て
世
帯
が
不

安
な
く
医
療
に
か

か
れ
る
環
境
が
大

事
。
小
学
生
以
上
の
窓
口
負
担
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
な
ど
の
負
担
軽
減
策
を
お
願
い
し

た
い
。
き
め
細
か
な
支
援
策
に
よ
り
、「
子
育

て
環
境
日
本
一
」
を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。

町
内
各
所
に
町
営

住
宅
が
あ
る
が
、

若
者
向
け
の
住
宅

を
充
実
す
べ
き
だ
と
思
う
。
ま
た
、
消
防
団
員

の
待
遇
改
善
は
士
気
が
上
が
り
あ
り
が
た
い
。

防
犯
灯
が
少
な
す

ぎ
て
、
ク
ラ
ブ
や
塾

の
帰
り
に
と
て
も
暗
く

て
危
な
い
し
、
防
犯
上
も
よ
く
な
い
と
思
う
。

も
う
少
し
勝
浦

に
特
化
し
た
情

報
発
信
が
あ
っ

た
方
が
良
い
。

た
と
え
ば
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
、
生

活
に
役
立
つ
地
域
情
報
を
配
信
す
る

と
か
。
ま
た
、
せ
っ
か
く
お
隣
の
上

勝
町
が
注
目
を
集
め
て
い
る
の

で
、
共
同
の
広
報
誌
を
発
行
す

る
と
か
も
い
い
と
思
う
。

私
の
周
り
で
は
町

の
広
報
誌
を
ま
っ

た
く
見
な
い
人
が

多
い
。
ま
ず
は
広
報
誌
を
手
に
取
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
誌
面
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま

す
。

町
内
放
送
を
す
る
と
き
は
、
最
初
に
要
件

（
見
出
し
）
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

ま
た
放
送
の
最
後
に
も
要
件
を
繰
り
返
す

と
、
途
中
か
ら
聞
く
人
に
も
よ
く
わ
か
る

の
で
は
な
い
か
。

年
3
回
の
粗
大
ご
み
回
収
を
利
用
す
る
人

は
多
い
が
、
軽
ト
ラ
等
の
運
搬
手
段
を
持

た
な
い
高
齢
者
世
帯
な
ど
は
利
用
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

運
搬
用
の
配
車
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な

ど
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
。

勝
浦
町
で
イ

ベ
ン
ト
を
計
画

す
る
と
、
ま
ず

困
る
の
は
駐
車

場
と
ト
イ
レ
。
町
内
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

早
急
に
整
備
拡
充
を
。

朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
、
通
行
量
が
多
く

も
の
す
ご
く
危
険
な
の
で
感
応
式
の
信
号

機
等
の
設
置
を
切
に
お
願
い
し
た
い
。

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
充
実
し
た
公
園
、

桜
ま
つ
り
の
よ
う
な
花
イ
ベ
ン
ト
を
春
夏

秋
冬
や
る
、
工
作
や
農
業
が
体
験
で
き
る

施
設
や
仕
組
み
を
作
る
な
ど
、
通
年
遊
べ

る
場
所
が
欲
し
い
。

勝
浦
は
魅
力
的
な
ポ
イ
ン
ト
が
他
の
地
域

と
比
べ
て
少
な
い
。
町
内
外
か
ら
「
遊
び

に
行
き
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
場
所

づ
く
り
を
。

沼
江
バ
イ
パ
ス
な
ど
道
が
良
く
な
り
、
星

谷
橋
も
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
。
ひ
な
祭
り

や
恐
竜
も
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。

病
院
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
近
く
に

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
が
あ
っ
た
ら
良
い

と
思
い
ま
す
。

勝
浦
病
院
の
小
児
科
に
つ
い
て
週
２
回
の

診
察
の
他
、
内
科
と
内
容
を
同
じ
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。

高
齢
者
が
安
全
・

安
心
し
生
き
が
い

を
感
じ
て
生
活
で
き
る
環
境
を
絶
え

ず
考
え
て
ほ
し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
組

織
の
後
継
者
問
題
や
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し
問
題
な
ど
、
多

く
の
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

高齢者が
安心して暮らせる町に

多
目
的
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

場
が
欲
し
い
。
宿
泊
、
食
事
が
で
き
、
小

さ
な
舞
台
も
あ
り
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
幅
広
く
利
用
し
て
も
ら
い
勝
浦
町

を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

情報発信の
見直しを！

若者・子どもたちが
健やかに過ごせるように

より良い
まちづくりを
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―
―
―
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
は
何

が
人
気
な
の
か
。
ま
た
、
納
税
額
ア
ッ

プ
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

寺
尾
企
画
交
流
課
長

ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
の
中
で
返
礼
品
に

特
化
し
た
商
品
開

発
や
、
ネ
ッ
ト
で

の
閲
覧
が
難
し
い

方
へ
の
PR
方
法
と

し
て
、
商
品
カ
タ

ロ
グ
の
制
作
等
を

進
め
た
い
。

Ｔ
Ａ
返
却
家
庭　

費
用
を
支
払
え
ば

ネ
ッ
ト
利
用
再
開
も
可
能

―
―
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
せ

ず
、
テ
レ
ビ
視
聴
の
み
の
家
庭
の
Ｔ
Ａ

（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
）
を
回
収
し

て
補
助
金
を
受
け
る
と
い
う
手
続
き
だ

が
、Ｔ
Ａ
回
収
後
、再
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
用
し
た
い
と
の
申
し
出
へ
の
対

応
は
。

総
務
防
災
課
長

1
万
円
程
度
の
再
設
定
費
用
は
必
要

に
は
な
る
が
、
対
応
可
能
で
あ
る
。

杉
の
子
基
金
に
代
わ
る
起
業
者
支
援

令
和
５
年
度
に
向
け
て
考
え
る

―
―
―
4
年
度
予
算
と
し
て
１
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
基
金
は
4

年
度
で
枯
渇
す
る
。
杉
の
子
基
金
に
代

わ
る
今
後
の
起
業
者
支
援
の
方
向
性

は
。

山
田
副
町
長

基
金
を
活
用
し
た
事
業
を
成
功
に
導

く
こ
と
が
重
要
だ
。
提
案
の
あ
り
方
や

成
功
す
る
た
め
に
何
を
盛
り
込
む
べ
き

か
を
令
和
5
年
度
に
向
け
考
え
て
い
き

た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券　

5
月
に
受
付

―
―
―
30
％
お
得
な
商
品
券
の
販
売
を

予
定
し
て
い
る
が
、
販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
額
面
の
内
訳
は
。

企
画
交
流
課
長

プ
レ
ミ
ア
ム
率
を
増
や
し
た
効
果

で
発
行
数
が
増
え
る
こ
と
を
予
想
し

て
、
２
５
０
０
セ
ッ
ト
の
販
売
を
予
定

し
て
い
る
。
1
セ
ッ
ト
1
万
円
（
額
面

1
万
3
０
０
０
円
）
の
う
ち
１
０
０
０

円
券
10
枚
、
５
０
０
円
券
6
枚
つ
づ

り
に
な
る
予
定

だ
。
5
月
中

に
申
込
受
付
、

6
月
中
の
販

売
を
予
定
し

て
い
る
。

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
納
税　

目
標
５
０
０
０
万
円

活
性
化
協
会
ら
と
協
議
を
し
て
め
ざ
す

―
―
―
目
標
額
に
５
０
０
０
万
円
と
い

う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
た
。
令
和
5
年

度
か
ら
活
性
化
協
会
に
業
務
委
託
予
定

だ
が
、
4
年
度
は
役
場
内
で
や
る
と
の

説
明
で
あ
っ
た
。
今
ま
で
通
り
の
や
り

方
で
は
無
理
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
や
っ
て
い
く
の
か
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

特
産
品
開
発
を
委
託
し
て
い
る
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

や
り
方
次
第
で
は
５
０
０
０
万
円
程
度

は
見
込
め
る
と
の
見
解
だ
っ
た
。
現
在
、

企
画
交
流
課
や
農
業
振
興
課
、
勝
浦
町

地
域
活
性
化
協
会
、
道
の
駅
と
連
携
し
、

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

令和４年度は、ふるさと納税額の大幅増額をめざす施策や町特産品のブランド
化推進などの対外的な事業や、防災・減災、消防団待遇改善などの町の安心・安
全に繋がる事業に多くの予算が割かれた。また、「勝浦町第 6 次総合計画」が 2

年目を迎え、重点施策である「第 2 期総合戦略」の折り返しである令和５年度に
向けて着実に歩みを進めるために、計画的な推進が求められる。 議案審議

活性化協会・道の駅と連携
ふるさと納税５０００万円

今
後
の
取
り
組
み
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

木
村
福
祉
課
長

区
長
会
で
の
説
明
と
と
も
に
、
広
報

等
に
よ
る
案
内
を
す
る
。
5
月
以
降
に

「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
作
成
に
伴
う

各
地
区
で
の
説
明
会
を
総
務
防
災
課
が

開
催
す
る
予
定
な
の
で
、
福
祉
課
も
同

席
し
、「
個
別
避
難
計
画
」
の
説
明
を

す
る
予
定
だ
。

観

光
・

に

ぎ

わ

い

法
人
化
す
る
勝
浦
町
活
性
化
協
会

自
立
を
め
ざ
し
町
か
ら
助
言

―
―
―
勝
浦
町
地
域
活
性
化
協
会
が
4

月
1
日
か
ら
一
般
社
団
法
人
化
し
、
常

勤
の
事
務
局
長
を
雇
用
す
る
予
定
だ
。

将
来
的
に
収
益
を
生
み
出
し
自
立
運
営

を
め
ざ
す
と
の
こ
と
だ
が
、
将
来
的
な

行
政
と
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

企
画
交
流
課
長

短
期
間
で
自
立
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
る
が
、
町
か
ら
提
案
や
助
言

を
行
い
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。

病
院
解
体　

地
元
業
者
が

入
札
に
参
加
で
き
る
よ
う
検
討

―
―
―
勝
浦
中
学
校
の
解
体
工
事
で
は

地
元
業
者
が
入
札
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
。
今
回
は
大
丈
夫
か
と
い
う
声
を
聞

く
が
、
町
の
方
針
は
。

笠
木
病
院
事
務
局
長

一
般
競
争
か
指
名
競
争
入
札
の
ど
ち

ら
か
を
採
用
す
る
予
定
だ
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
地
元
業
者
が
入
札
に
参
加
で
き

る
よ
う
検
討
を
し
た
い
。

個
別
避
難
計
画

説
明
機
会
を
設
け
る

―
―
―
各
地
区
の
役
員
や
消
防
団
、
自

主
防
災
組
織
と
の
関
わ
り
が
重
要
だ
。

加
補
正
、
繰
越
。

９
９
８
３
万
円 

〈
調
査
予
定
地
区
〉
坂
本
・
生
名

町
道
棚
野
八
石
線
（
勝
浦
病
院
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
）
整
備
事
業
、
橋
谷
谷
川

改
良
事
業

１
２
０
０
万
円

星
谷
橋
架
け
替
え
事
業

全
体
事
業
費
約
18
億
円
の
う
ち
、
測
量

一
般
業
務
1
１
０
０
万
円
、
道
路
詳
細

設
計
1
７
０
０
万
円

２
８
０
０
万
円

コ

ロ

ナ

関

連

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
事
業

①
給
付
金
（
10
万
円
×
８
５
０
世
帯
）

８
５
０
０
万
円

②
人
件
費
、
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
等

５
２
８
万
円

福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
事
業

灯
油
購
入
費
（
２
０
０
０
円
×
８
０
９

世
帯
）

対
象
世
帯
は
住
民
税
非
課
税
世
帯

１
７
９
万
7
０
０
０
円

防
災
・
ま
ち
づ
く
り

国
土
調
査
事
業

令
和
4
年
実
施
予
定
分
を
前
倒
し
で
追 議案審議

返礼品人気順
1 果実酢セット
2 みかん
3 包丁
4 特産品詰め合わせ
5 はちみつ

旧病院　永い間お世話になりました

架け替えられる沈下橋

勝浦ブランドの商品
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―
―
―
施
設
名
称
と
利
用
実
態
が
乖か

い

離り

し
て
い
る
た
め
名
称
変
更
す
る
と
の
説

明
だ
が
、
新
名
称
の
「
若
あ
ゆ
広
場
」

や
「
み
か
ん
広
場
」
こ
そ
、
利
用
実
態

と
乖
離
し
て
使
用
者
に
分
か
り
づ
ら
い

の
で
は
な
い
か
。

石
木
教
育
委
員
会
事
務
局
長

現
在
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
（
東

端
）
は
「
ラ
ジ
コ
ン
広
場
」
に
、
仮
設

ト
イ
レ
付
近
の
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
」

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。

そ
こ
で
令
和
3
年
度
事
業
の
看
板
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
て
、
親
し
み
や

す
い
勝
浦
町
を
連
想
さ
せ
る
名
称
「
若

あ
ゆ
広
場
」
と
「
み
か
ん
広
場
」
に
変

更
す
る
。

転
出
・
転
入
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
整
備
準

備
事
業

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
転

出
入
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
。

２
８
６
万
円 

教

育
・

子

育

て

小
中
学
校
特
別
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
事

業横
瀬
小
学
校
（
旧
配
膳
室
）、
生
比
奈

小
学
校
（
図
工
室
）、勝
浦
中
学
校
（
被

服
教
室
）

１
５
７
５
万
円

《テーマ》

「OVER TALK( オーバートーク )」は、毎回テーマに沿った住民に集まってい
ただき一つのテーマについて、話しすぎていただく（≒オーバートークしていた
だく）、誌面・インターネット動画連動型の新企画です。

4
月
1
日
、
本

誌
面
で
も
度
々
取

り
上
げ
て
き
た
勝

浦
病
院
が
つ
い
に

新
装
開
院
。

昭
和
25
年
「
横

瀬
病
院
」
と
し
て

三
渓
地
区
（
現
・

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
か

ら
始
ま
っ
た
勝
浦
町
の
地
域
医

療
の
「
中
核
」
は
、
昭
和
56
年

の
棚
野
地
区
へ
の
移
転
を
経
て

か
ら
お
よ
そ
40
年
間
、
そ
の
役

割
を
全
う
し
た
。
令
和
元
年
、

老
朽
化
・
狭
あ
い
化
に
伴
い
改

築
が
計
画
さ
れ
、
新
た
な
コ
ン

セ
プ
ト
や
機
能
の
見
直
し
な
ど

も
盛
り
込
む
形
で
こ
の
度
の
開

院
に
至
っ
た
。

《 プ ロ ロ ー グ 》

勝 浦 病 院
第
三
回
目
と
な
る
「
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｋ
」
の
テ
ー
マ
は
、「
勝
浦
病
院

に
期
待
さ
れ
る
役
割
や
将
来
像
」。

「
勝
浦
町
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
医
療
拠
点
と
し
て
、
安
心
、
安
全
、

信
頼
の
医
療
を
提
供
し
ま
す
」
と
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
新
勝
浦
病
院
が
開

院
。
町
内
唯
一
の
病
院
と
し
て
期
待
さ

れ
る
役
割
や
将
来
像
に
つ
い
て
、
医
療

このコーナーは、誌面と動画の連動企画です。
インターネット上で動画を見ることができます。
http://www.town.katsuura.lg.jp/gikai/chukei/feature/index.html

勝
浦
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
命
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

団
員
報
酬
及
び
出
動
手
当
の
増
額
。

役職・手当 単位 変更後
（変更前）

分 団 長 年額 50,500 円
（44,300 円）

副 分 団 長 年額 45,500 円
（35,100 円）

班 長 年額 37,000 円
（21,400 円）

団 員 年額 36,500 円
（20,400 円）

出 動 手 当 回 8,000 円
（2,000 円）

変更内容一覧

「勝浦病院」
−−期待される役割や将来像−−

関
係
者
5
名
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
、
討
論
し
て
い
た
だ
い
た
。

―
―
―
こ
ん
ば
ん
は
。
タ
イ
ト
ル「
オ
ー

バ
ー
ト
ー
ク
」
に
は
、《
語
り
尽
く
す
》

と
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
、
勝
浦
病
院

に
つ
い
て
、
本
音
で
語
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全
員
　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
Ｑ
１
〉
勝
浦
病
院
に
期
待
す

る
こ
と
は
。

経
営
の
安
定
化
が
キ
ー
ワ
ー
ド

―
―
―
一
つ
目
の
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は

「
勝
浦
病
院
に
期
待
す
る
こ
と
は
」
で

す
。
勝
浦
病
院
は
こ
れ
ま
で
、
①
地
域

医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
役
割
の
明
確

化
、
②
経
営
の
効
率
化
、
③
再
編
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
、
④
経
営
形
態
の
見
直
し

を
掲
げ
て
改
革
プ
ラ
ン
を
実
行
し
て
き

た
。
さ
ら
に
新
病
棟
で
の
業
務
も
始
ま

り
、
町
民
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
住
民
と
し
て
、
医
療
関
係
者
と

し
て
、
新
し
く
な
る
勝
浦
病
院
に
期
待

す
る
こ
と
は
。

芳
野
　
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
充
実
を
期
待

を
し
た
い
。
昨
年
か
ら
勝
浦
町
と
上
勝

町
、
佐
那
河
内
村
の
介
護
認
定
審
査
会

の
委
員
を
す
る
中
で
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
い
わ
ゆ
る
老
老
介
護
の
状
況

等
を
考
え
る
と
、
自
宅
で
自
立
し
た
生

活
を
継
続
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
が

重
要
と
感
じ
て
い
る
。
医
療
や
介
護
の

分
野
で
早
め
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
の

で
き
る
一
つ
の
機
関
と
し
て
期
待
し
て

い
ま
す
。

河
野
　
安
定
し
た
経
営
を
期
待
し
て
い

勝
浦
町
星
谷
運
動
公
園
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

星
谷
運
動
公
園
名
称
変
更
　
反

対
多
数
で
否
決
。

時代の変化により、運動公園の利用目的が変わっ
た時も名称を継続使用できる。分かりやすい情報発
信を心掛けることで利用者の不安は解消できる。

以前の議会で「運動公園リニューアル時には、子ども達の声を反
映すべき」と提案し、学校関係者との協議を検討するとのことだっ
た。総合計画の理念実現や教育の場としての運動公園を考えると、
せめて名称変更については公募を実施してほしい。

花房議員

年間 300 日ほど運動公園を利用してい
るが、今回の名称変更によって今以上に
利用実態と乖離する。町内外の利用者に
とって分かりやすい名称を望むため反対
する。

国清議員

井出議員
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ま
す
。
広
報
等
で
勝
浦
病
院
の
赤
字
が

多
く
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
衝
撃
を

受
け
た
。
病
院
の
経
営
が
で
き
な
く
な

れ
ば
、
病
院
自
体
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
赤
字
経
営
を
避
け
る
た
め
に
、
ど

う
す
る
か
を
ま
ず
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

福
井
　
町
の
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
と

し
て
末
永
く
存
在
し
て
ほ
し
い
。
や
っ

ぱ
り
病
院
が
な
い
と
頼
り
な
い
。
私
も

時
々
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
あ

る
と
本
当
に
安
心
。
安
定
し
た
経
営
で

存
続
し
て
ほ
し
い
。

大
谷
　
災
害
時
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

求
め
た
い
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

対
し
て
私
の
会
社
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務

継
続
計
画
）
を
作
っ
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
災
害
時
に
町
役
場
や
勝
浦
病
院
と

し
っ
か
り
連
携
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

美
馬
　
黒
字
経
営
と
地
域
連
携
。
勝
浦

町
民
と
し
て
勝
浦
町
が
経
営
し
て
い
る

病
院
が
赤
字
続
き
な
の
が
気
に
な
る
。

町
民
が
経
営
状
況
を
知
っ
て
お
く
の
も

大
事
だ
し
、
働
い
て
る
方
も
黒
字
経
営

に
繋
が
る
よ
う
な
働
き
方
を
意
識
す
る

こ
と
が
必
要
。
町
民
の
か
か
り
つ
け
医

と
し
て
、
総
合
病
院
と
の
連
携
が
充
実

し
て
い
る
事
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し

い
。

―
―
―
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、「
経
営

の
安
定
化
」「
災
害
時
や
高
齢
者
等
へ

の
し
っ
か
り
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

構
築
」
が
あ
っ
た
。
多
く
の
住
民
に
支

え
ら
れ
る
、
み
な
さ
ん
が
通
い
た
く
な

る
よ
う
な
病
院
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

〈
Ｑ
２
〉
働
い
て
み
た
い
病
院

づ
く
り
に
は
何
が
必
要
か
。

よ
り
良
い
病
院
づ
く
り
に
は

人
材
育
成
制
度
の
充
実
が
必
須

―
―
―
二
つ
目
の
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は

「
働
い
て
み
た
い
病
院
づ
く
り
」
で
す
。

通
い
た
い
、
働
い
て
み
た
い
、
持
続
可

能
な
病
院
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
常
勤

医
師
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
医
療
の
質

と
患
者
満
足
度
の
向
上
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
日
頃
か
ら
医
療
や
福

祉
に
携
わ
っ
て
い
る
立
場
と
し
て
働
い

て
み
た
い
病
院
づ
く
り
に
何
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
か
。

美
馬
　
接
遇
と
福
利
厚
生
と
目
標
管

理
、
教
育
体
制
で
す
。
ま
ず
接
遇
で

す
が
、
笑
顔
溢
れ
る
病
院
で
あ
っ
て
欲

し
い
。
働
く
も
の
と
し
て
は
福
利
厚

生
が
良
い
と
こ
ろ
で
働
き
た
い
な
と
思

う
。
部
署
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
管
理

を
共
有
す
る
方
が
少
し
ず
つ
改
善
し
て

い
け
る
と
思
う
。
い
ろ
ん
な
所
に
研
修

に
行
っ
た
り
学
べ
る
教
育
体
制
が
あ
れ

ば
、
若
い
子
が
就
職
し
て
く
れ
る
の
で

は
。

大
谷
　「
新
卒
採
用
」。
僕
ら
の
同
年
代

医療関係者
《トークゲスト》

医療に関わる多方面の方々に集まって
いただき、オーバートークしていただ
きました。

大
おお

谷
たに

 浩
ひろ

史
し

救急救命士
美
み

馬
ま

 良
よし

美
み

（棚野）
助産師

国士館大学大学院救急シ
ステム研究科卒業。
日本救急システム株式会
社 経営推進部 部長。神戸
医療福祉専門学校救急救
命士科 講師、明治国際医
療大学客員准教授。

徳島県立看護専門学校　
保健助産学科卒業。
2008 年、徳島赤十字病院
入職。勝浦町が大好きで
36 年間住んでいる。

河
かわ

野
の

 修
しゅう

平
へい

柔道整復師
芳
よし

野
の

 一
かず

也
や

理学療法士
福
ふく

井
い

 裕
ひろ

美
み

歯科医師
IGL 医 療 専 門 学 校。 楽 浪
整骨院等で柔道整復師と
して従事したのち、生名
地区に「けんしん整骨院」
を開業。「勝浦の地域医療
を考える会」に参画する
など、町に根ざした活動
に積極的に取り組む。

徳島医療福祉専門学校理
学療法学科卒。2013 年か
ら同校の理学療法学科入
職。理学療法士として教
鞭を取る傍ら、2020 年か
らは勝浦町・上勝町・佐
那河内村の介護認定審査
会委員を務める。

福岡県立九州歯科大学卒。
徳島大学病院で研修、開
業医勤務ののち、福井歯
科 で 2000 年 か ら 専 従。
2018 年からは穴吹学園歯
科衛生士学科非常勤講師。

美
馬
　
人
数
も
限
ら
れ
て
い
て
難
し
い

と
は
思
う
が
、
日
勤
の
時
間
内
に
30
分

だ
け
で
も
講
師
を
招
き
講
義
を
し
て
は

ど
う
か
。
時
間
外
に
す
る
と
参
加
し
づ

ら
い
が
、
勤
務
時
間
内
で
あ
れ
ば
参
加

で
き
る
人
が
増
え
る
の
で
は
。

―
―
―
以
前
よ
り
「
地
域
医
療
を
考
え

る
会
」
で
活
動
さ
れ
て
い
る
河
野
さ
ん

に
活
動
内
容
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

河
野
　
勝
浦
病
院
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
飾

り
つ
け
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
。
印
象
に
残
っ
て
る
の
は
毒

蛇
に
噛
ま
れ
た
時
の
対
処
方
法
を
講
義

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
。
最
近
で
は
看
護

学
生
を
招
待
し
、
勝
浦
町
や
新
病
院
を

知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
し
て
い
る
。

〈
Ｑ
３
〉
勝
浦
病
院
の
課
題
と

強
み
は
。

課
題
感
を
職
員
間
で
共
有
す
る
こ
と
が

病
院
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
繋
が
る

―
―
―
最
後
の
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
は
、「
勝

浦
病
院
の
課
題
と
強
み
」
で
す
。
将

来
に
わ
た
っ
て
、
町
民
に
愛
さ
れ
信
頼

さ
れ
る
病
院
と
な
る
た
め
に
は
、
多
く

の
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

こ
で
、
あ
な
た
が
重
要
と
考
え
る
勝
浦

病
院
に
足
り
な
い
こ
と
や
、
伸
ば
し
て

い
く
べ
き
強
み
に
つ
い
て
答
え
て
下
さ

い
。

芳
野
　
高
齢
者
対
策
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
が
充
実
し
て
い
る
と
、
同

居
家
族
も
働
き
に
出
や
す
い
。
町
外
か

ら
の
リ
ハ
ビ
リ
送
迎
車
を
よ
く
見
か
け

る
が
、
勝
浦
病
院
で
の
リ
ハ
ビ
リ
の
充

実
が
必
要
で
は
。
結
果
的
に
専
門
学
校

か
ら
の
新
卒
者
採
用
に
繋
が
れ
ば
有
難

い
。

河
野
　
新
病
院
の
強
み
は
、
新
し
い
建

物
、
き
れ
い
な
内
装
。
昔
の
悪
い
風
評

が
語
り
継
が
れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
、
昔

と
は
違
う
っ
て
い
う
の
を
効
果
的
に
町

や
若
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
職
場
の
方

が
活
気
が
出
る
。
新
人
を
育
て
よ
う
と

思
っ
た
ら
、
し
っ
か
り
し
た
体
制
が
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
新
卒
採
用
に
向
け

て
は
、
広
報
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
大

事
。
若
い
子
を
ど
う
や
っ
て
採
っ
て
い

く
か
を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。

福
井
　
看
護
師
や
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
は
良

い
方
ば
か
り
で
、
本
当
に
あ
っ
た
か
い

な
っ
て
感
じ
て
い
る
。
あ
の
雰
囲
気
は

と
っ
て
も
い
い
と
思
う
の
で
、
そ
こ
は

そ
の
ま
ま
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

河
野
　
や
は
り
家
族
を
養
え
る
収
入

は
必
要
。
も
う
一
つ
は
新
し
い
医
療
知

識
を
勉
強
で
き
る
環
境
が
あ
っ
た
ら
い

い
。

芳
野
　「
人
材
育
成
」。
専
門
学
生
と
就

職
の
話
を
し
て
る
と
、
新
人
教
育
に
す

ご
く
期
待
し
て
い
る
。
研
修
に
出
張
費

を
出
し
た
り
、
修
士
や
博
士
課
程
へ
の

希
望
者
を
支
援
す
る
病
院
も
あ
る
。
自

己
研
鑽さ

ん

が
で
き
る
よ
う
な
環
境
に
な
れ

ば
、
質
が
上
が
り
、
患
者
や
利
用
者
に

還
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

―
―
―
美
馬
さ
ん
が
勤
め
て
い
る
総
合

病
院
で
は
新
人
教
育
等
は
充
実
し
て
い

る
と
思
う
が
、
新
病
院
に
期
待
す
る
事

は
。

「勝浦病院」
−−期待される役割や将来像−−

《テーマ》
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《ファシリテーター》

松
まつ

田
だ

 貴
たか

志
し

《会場》
勝浦町地域活性化センター
REVITA かつうら

勝浦町議会議会広報常任
委員会の委員長。

『観光、交流又は移住についての業務』『地域のコ
ミュニティ活動の振興業務』及び『地域資源を活か
し、町を活性化するための業務』を行う施設として、
2017 年 JA 東とくしま「よってネ市」の隣にオープン。

防 災 
ま ち づ く り

平石山問題　大規模な崩落の兆候はない 井 出 P.14

ターミナルアダプタは回収する 仙 才 P.16

火災警報器の点検・取替は各家庭に対応を願いたい 瀬 戸 P.17

令和 3 年度事業　限られた人材でも事業は概ね執行できた 相 原 P.18 

職員感染が出た場合の役場業務の遂行体制は整っている 篰 P.19

坂本川の環境整備　アドプト事業等で対応を検討 篰 P.19

県道狭あい部の改良　県と協力し用地買収を進める 国 清 P.20

星谷運動公園　必要な予算を取り親しまれる公園にしたい 国 清 P.20

農 業 振 興

みかんの苗木補助　令和 4 年度に申し込みを 井 出 P.14

オレンジファクトリーでの生産　民業圧迫にはならない 花 房 P.15

沼江石原パイロット園地　就農者を募る 瀬 戸 P.17

医 療 福 祉

新病院　満足度を高めるため接遇研修なども行いたい 花 房 P.15

オンライン診療　勝浦病院でも利用したい 仙 才 P.16

新病院　循環器専門外来　是非ご利用を 相 原 P.18

一般質問とは、議員個人が町長などの執行部に対して執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を求め、
町が町民のために適切な町政運営を進めているかを確認する場。3 月・7 月・11 月に行っている。

過去に発行した勝浦町議会広報や一般質問の全編映像は、公式ウェブサイトから閲覧できます。

そちらも合わせてご覧ください。

http://www.town.katsuura.lg.jp/gikai/

け
て
今
何
を
す
べ
き
か
っ
て
い
う
部
分

を
病
院
の
職
員
間
で
共
有
す
る
こ
と
が

大
事
だ
と
感
じ
た
。
最
後
に
今
回
の
企

画
に
参
加
し
た
感
想
等
を
お
願
い
し
ま

す
。

美
馬
　
勝
浦
町
に
住
む
子
育
て
世
代
と

し
て
も
勝
浦
病
院
に
は
ず
っ
と
あ
り
続

け
、住
民
か
ら
愛
さ
れ
て
利
用
さ
れ
る
、

そ
ん
な
病
院
に
な
っ
て
欲
し
い
。

大
谷
　
勝
浦
病
院
で
の
救
急
患
者
の
受

入
率
が
20
％
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
今

は
勝
浦
病
院
の
協
力
も
あ
っ
て
、
40
％

ぐ
ら
い
の
受
け
入
れ
が
実
現
し
て
い

る
。
も
っ
と
地
域
で
完
結
で
き
る
よ
う

に
救
命
士
と
し
て
も
貢
献
し
た
い
。

福
井
　
個
人
の
開
業
医
と
し
て
の
意
見

を
言
わ
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

期
待
し
て
い
て
、
本
当
に
頼
り
に
し
て

い
る
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

河
野
　
個
人
的
な
想
い
を
参
加
者
同
士

で
話
し
た
こ
と
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
て
話
す

こ
と
が
で
き
て
す
っ
き
り
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
勝
浦
病
院
を
支
え
て
い
け
る

よ
う
、
町
民
の
一
人
一
人
が
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
う
。

芳
野
　
同
じ
町
内
に
あ
る
専
門
学
校
の

教
員
と
し
て
、
勝
浦
病
院
に
は
実
習
と

か
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
何

か
し
ら
の
形
で
お
返
し
で
き
る
機
会
が

あ
れ
ば
と
個
人
的
に
は
思
っ
て
い
る
。

他
の
職
種
の
方
の
話
が
聞
け
て
勉
強
に

な
っ
た
。

―
―
―
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 

Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
か
つ
う
ら

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、

「
勝
浦
病
院
に
期
待
さ
れ
る
役
割
や
将

来
像
」
と
い
う
こ
と
で
、
様
々
な
活
動

に
取
り
組
む
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
集

ま
っ
て
い
た
だ
き
お
送
り
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
員
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

民
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
ら
い
い
の
で

は
。

福
井
　
外
来
の
患
者
数
を
み
る
と
小
児

科
の
受
診
が
少
な
い
。
不
採
算
部
門
の

整
理
も
必
要
で
は
。
ド
ク
タ
ー
コ
ト
ー

の
よ
う
な
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
対

応
で
き
る
お
医
者
さ
ん
に
来
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
売
店
が
あ

れ
ば
、
必
要
な
も
の
が
買
え
て
便
利
な

の
で
は
。

大
谷
　
他
の
市
町
村
で
は
、
ｉ
Ｐ
ａ

ｄ
や
パ
ソ
コ
ン
で
医
師
と
繋
い
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
し
て
い
る
。
訪
問
診

療
が
先
生
の
負
担
に
な
っ
て
る
と
思
う

の
で
、
病
院
経
営
や
医
師
確
保
を
考
え

た
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
の
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

美
馬
　「
小
児
科
の
充
実
」。
現
状
は
、

週
1
回
木
曜
日
に
小
児
科
の
先
生
が
来

て
い
る
が
、
予
防
接
種
や
検
診
予
約
が

入
り
、
小
児
科
を
受
診
す
る
こ
と
が
難

し
い
。
内
科
の
先
生
が
総
合
的
に
診
て

く
れ
た
ら
い
い
。

勝
浦
産
食
材
の
給
食
提
供
や
、
受
け

付
け
か
ら
会
計
ま
で
が
ス
ム
ー
ズ
に
待

ち
時
間
も
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ

と
。

―
―
―
人
材
育
成
、
収
支
の
改
善
に
向
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一 般 質 問

―
―
―
新
病
院
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
の

意
気
込
み
は
。

勝
浦
病
院
事
務
局
長

ハ
ー
ド
面
の
大
き
な
改
善
に
よ
り
使

い
や
す
く
な
る
病
棟
と
な
り
、

入
院
が
可
能
と
な
る
患
者
さ

ま
も
増
え
る
予
定
で
あ
り
、
勝

浦
病
院
を
選
択
し
て
も
ら
え

る
と
信
じ
て
い
る
。
外
来
・
入

院
共
に
増
え
る
こ
と
を
想
定

し
、
気
持
ち
よ
く
診
察
や
入

院
療
養
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

小
規
模
生
産
の
た
め

民
業
圧
迫
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る

―
―
―
オ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、

令
和
3
年
4
月
に
正
式
に
オ
ー
プ
ン
し

て
、
1
年
で
目
的
変
更
と
な
っ
た
が
、

理
由
は
。

河
野
農
業
振
興
課
長

今
ま
で
は
試
作
品
作
り
の
場
と
し
て

活
用
し
て
き
た
が
、利
用
者
か
ら
「
作
っ

て
販
売
で
き
る
施
設
に
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
が
あ
っ
た
た
め
。

―
―
―
公
の
施
設
を
使
っ
て
商
品
を

作
っ
て
販
売
す
る
こ
と
は
、
同
業
者
か

ら
み
る
と
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
う
が

ど
う
か
。

農
業
振
興
課
長

オ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
の
事
業

に
つ
い
て
は
、
小
規
模
で
大
量
に
生
産

が
で
き
な
い
た
め
競
争
原
理
は
発
生
し

な
い
と
思
わ
れ
る
。

新
病
院　

満
足
度
を
高
め
る
た
め

接
遇
研
修
な
ど
も
行
い
た
い

―
―
―
勝
浦
病
院
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に

対
す
る
対
策
は
。

笠
木
勝
浦
病
院
事
務
局
長

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
に
つ
い
て
は
、

定
期
的
に
別
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
配
置
さ

れ
た
専
用
サ
ー
バ
ー
に
保
存
し
、
シ
ス

テ
ム
管
理
は
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

危
機
発
生
時
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
今

は
な
い
。
今
後
、県
で
事
務
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
整
備
と
研
修
を
予
定
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
予
定
し
て
い

る
。

他
の
方
に
お
勧

め
頂
け
る
よ
う
、

特
に
接
遇
研
修

に
取
り
組
み
、
職

員
一
同
も
勝
浦

病
院
を
使
っ
て

よ
か
っ
た
ね
と

言
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
頑
張

り
た
い
。

―
―
―
寒
波
と
い
う

特
殊
事
情
を
考
慮
し

て
、
今
か
ら
で
も
補
助

を
し
た
ら
ど
う
か
。

農
業
振
興
課
長

今
年
度
は
終
了
し
て
い
る
の
で
、
来

年
度
で
お
願
い
し
た
い
。

大
規
模
な
崩
落
の
兆
候
は
な
い

―
―
―
去
年
の
地
震
に
よ
り
崩
落
が
起

き
た
と
い
う
情
報
に
対
す
る
、
そ
の
後

の
国
や
県
の
対
応
は
。

海
川
建
設
課
長

国
の
現
地
調
査
の
結
果
「
大
規
模
な

崩
落
の
兆
候
は
見
受
け
ら
れ
な
い
」
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

―
―
―
搬
入
予
定
の
土
砂
は
、
国
土
交

通
省
の
沖
洲
地
区
の
海
中
工
事
の
も
の

で
な
い
か
。
盛
り
土
設
計
を
し

た
業
者
の
説
明
時
に
も
、
固
め

ら
れ
る
土
砂
が
大
事
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
海
の
中
の
砂
が
、

固
ま
る
の
か
。

野
上
町
長

土
質
が
盛
り
土
に
適
し
て
い
る
か
、

県
に
確
認
を
求
め
る
。

み
か
ん
の
苗
木
補
助

令
和
4
年
度
に
申
し
込
み
を

―
―
―
令
和
３
年
の
寒
波
で
み
か
ん
の

木
が
多
く
枯
れ
た
。
申
し
込
ん
で
も
苗

木
補
助
が
も
ら
え
な
か
っ
た
人
が
多
く

い
る
。
年
度
を
ま
た
い
で
補
助
し
た
ら

ど
う
か
。

河
野
農
業
振
興
課
長

去
年
の
寒
波
で
み
か
ん
の
木
が
多
く

枯
れ
、例
年
に
な
く
申
請
が
多
か
っ
た
。

年
明
け
か
ら
の
申
し
込
み
は
予
算
が
な

い
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
て
お
断
り
し

た
。
新
年
度
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し

た
い
。

平
石
山　

地
震
に
よ
る
崩
落

調
査
結
果
は

その他の質問

 ● ゲノム編集トマトについて

 ● 小学校休業等対応助成金を使いやすく

 ● セイロ昇降機への補助手厚く

その他の質問

 ● 教員の働き方改革について

 ● こすもす保育園駐車場について

 ● 道の駅周辺への公園整備について

亀裂がある上部残壁

がんばろう！　新病院

美味しいもん作ってもうけてよ〜。

オ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
の
生
産
販
売

民
業
へ
の
影
響
は
な
い
の
か

花
はなふさ

房 勝
かついち

一 議員 井
い で

出 美
み ち こ

智子 議員

経産省さん ほんまに崩落の兆候はないんで ?
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一 般 質 問

中
瀬
総
務
防
災
課
長

Ｔ
Ａ
は
町
の
所
有
物
で
あ
り
、
必

要
な
け
れ
ば
回
収
し
有
効
に
利
用
し
た

い
。

野
上
町
長

公
平
性
と
Ｔ
Ａ
の
有
効
利
用
の
観
点

世
界
中
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
生
活

に
大
き
な
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
。
電

気
が
来
て
い
な
い
ケ
ニ
ア
の
マ
サ
イ
族

の
村
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し

て
お
り
、
ケ
ニ
ア
で
は
す
で
に
96
％
の

世
帯
で
電
子
マ
ネ
ー
が
利
用
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。

世
界
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
や
す
い
環
境

が
整
い
つ
つ
あ
り
、
本
町

で
も
高
齢
者
福
祉
へ
の
活

用
が
期
待
さ
れ
る
。

タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
は

回
収
す
る

―
―
―
光
ケ
ー
ブ
ル
の
活

用
策
と
し
て
高
齢
者
福
祉

に
着
目
す
べ
き
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
、
4
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
光
ケ
ー
ブ
ル
の

利
用
料
助
成
制
度
に
つ
い

て
、
助
成
金
（
６
０
０
円
）

を
申
請
し
た
高
齢
者
世
帯

か
ら
の
Ｔ
Ａ
（
タ
ー
ミ
ナ

ル
ア
ダ
プ
タ
）
回
収
は
止

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

に
よ
り
、
テ
レ
ビ
視
聴
の
み
の

世
帯
に
つ
い
て
は
Ｔ
Ａ
を
回
収

す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

勝
浦
病
院
で
も
利
用
し
た
い

―
―
―
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
生
活
習
慣
病
薬

の
処
方
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
対
応
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
医
者
不
足
対
策
と
し
て
ド
ク

タ
ー
が
遠
隔
診
断
し
、
勝
浦
病
院
で
処

置
す
る
と
い
う
方
式
も
考
え
ら
れ
、
今

後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
県

内
の
利
用
状
況
と
勝
浦
病
院
の
対
応
方

針
は
。

笠
木
勝
浦
病
院
事
務
局
長

県
内
で
は
主
要
公
立
病
院
や
上
勝
診

療
所
な
ど
２
１
９
の
医
療
機
関
が
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
に
対
応
し
て
い
る
。今
後
、

勝
浦
病
院
で
も
積
極
的
に
利
用
し
て
い

き
た
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
高
齢
者
福
祉
を

Ｔ
Ａ
の
回
収
は
止
め
る
べ
き

その他の質問

 ● 避難所の整備

 ● 限界集落への対応

 ● みらい創生事業について

ば
、
町
内
の
経
営
規
模
拡
大
希
望
者
に

二
次
募
集
を
行
う
予
定
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
募
集
要
綱
を

掲
載
し
、
農
業
振
興
課
に
も
用
意
を
し

て
い
る
。

設
置
事
業
か
ら
10
数
年
経
過
し
、
耐

用
年
数
が
切
れ
る
時
期
で
は
あ
る
が
、

取
替
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
使
用
者

で
対
応
願
い
た
い
。

―
―
―
最
低
限
、
独
居
老
人
宅
や
非
課

税
世
帯
の
取
替
は
出
来
な
い
か
。

総
務
防
災
課
長

普
及
、
啓
発
を
促
す
目
的
に
設
置
を

行
な
っ
た
の
で
、
点
検
や
取
替
に
つ
い

て
は
で
き
な
い
。

沼
江
石
原
パ
イ
ロ
ッ
ト
園
地

新
規
就
農
者
を
募
る

―
―
―
園
地
の
区
画
割
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

河
野
農
業
振
興
課
長

2
区
画
で
各
６
０
０
０
㎡
あ
ま
り
。

―
―
―
応
募
要
件
、
方
法
は
。

農
業
振
興
課
長

一
次
募
集
は
町
内
に
居
住
し
て
い

る
、
ま
た
は
移
住
さ
れ
る
新
規
就
農
者

を
対
象
に
募
集
す
る
。
応
募
が
な
け
れ

火
災
警
報
器
の
点
検
・
取
替
は

各
家
庭
に
対
応
を
願
い
た
い

―
―
―
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
10
年
く

ら
い
前
に
全
戸
に
配
布
し
た
が
、
警
報

器
の
電
池
寿
命
及
び
本
体
寿
命
も
10
年

ぐ
ら
い
と
思
わ
れ
る
が
、
町
と
し
て
ど

う
対
処
す
る
の
か
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
平
成
23
年
6

月
1
日
か
ら
の
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
普
及
啓
発

を
促
す
事
を
目
的
に
設
置
を
行
っ
た
。

その他の質問

 ● 次世代型（MaaS）マースについて

 ● 沼江バイパスの進捗状況は

耐
用
年
数
が
切
れ
る
火
災
警
報
器
は

各
家
庭
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

ひもを引っ張って点検してよ

植え付けられたみかんの苗木

インターネットを利用した高齢者福祉に TA は必要

仙
せんざい

才 守
まもる
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一 般 質 問

地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
。

新
病
院　

循
環
器
専
門
外
来

是
非
ご
利
用
を

―
―
―
勝
浦
病
院
に
新
た
に
設
け
る
循

環
器
内
科
の
詳
細
は
。

笠
木
勝
浦
病
院
事
務
局
長

循
環
器
専
門
外
来
は
、
こ
の
4
月
か

ら
応
援
診
療
と
い
う
形
で
、
第
4
火
曜

日
の
午
後
に
診
療
を
予
定
し
て
い
る
。

心
臓
や
内
科
に
関

し
、
専
門
医
に
ス
ム
ー

ズ
に
繋
ぐ
役
割
を
期
待

し
て
い
る
。
新
年
度
は

月
1
回
の
半
日
と
い
う

非
常
に
少
な
い
時
間
だ
が
、
是
非
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
。

限
ら
れ
た
人
材
で
も

事
業
は
概
ね
執
行
で
き
た

―
―
―
令
和
３
年
度
実
績
見
込
み
に
つ

い
て
。

野
上
町
長

今
年
度
は
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
・
コ
ロ
ナ
の
1

年
で
あ
り
、
補
正
予
算
で
は
感
染
症
対

策
が
多
か
っ
た
。
限
ら
れ
た
人
材
で
、

概
ね
予
定
し
て
い
た
事
業
は
執
行
見
込

み
だ
。

―
―
―
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
良
工
事

後
の
使
い
勝
手
は
。

木
村
福
祉
課
長

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
感
染
予
防
対
策

と
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
を
行
い
、
3

月
8
日
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
。

―
―
―
防
災
倉
庫
設
置
と
衛
生
保
全
資

材
備
蓄
は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

生
名
希
望
の
広
場
へ
防
災
倉
庫
２
基

設
置
と
衛
生
保
全
資
材
備
蓄
を
完
了
し

た
。全

町
的
な
災
害
対
応
備
蓄
品
と
し
て

総
務
防
災
課
で
直
接
管
理
す
る
予
定
で

あ
る
。

―
―
―
令
和
４
年
度
事
業
方
針
に
つ
い

て
。

町
長第

6
次
総
合
計
画
実
現
に
向
け
て
、

力
強
く
事
業
を
推
進
す
る
。
新
勝
浦
病

院
開
院
及
び
周
辺
対
策
、
星
谷
橋
の
架

け
替
え
事
業
、
I
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活

用
を
行
う
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
活
気
を
与
え
、

令
和
４
年
度　

事
業
方
針

第
６
次
総
合
計
画
実
現
に
向
け
邁ま

い
進

その他の質問

 ● 新浜勝浦線　学園東側狭あい部改善について

 ● みかんの市況、出荷状況について

換気設備と Wi-Fi 整備された福祉センター

心臓や内科でご心配な方　ぜひご利用を

職
員
感
染
が
出
た
場
合
の

役
場
業
務
の
遂
行
体
制
は
整
っ
て
い
る

―
―
―
役
場
職
員
に
多
数
の
欠
勤
者
が

出
た
場
合
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
た
め
の
業
務
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
策
定
さ

れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
内
容
は
。

中
瀬
総
務
防
災
課
長

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
、
窓
口
業
務
や
福
祉
関
係

の
業
務
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
担
当
職
員
が
不
足
す
る
部

署
に
対
し
、
業
務
経
験
者
が
応
援
す
る

体
制
を
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

―
―
―
住
民
生
活
に
直
結
す
る
ご
み
収

集
業
務
へ
の
対
応
は
。

後
藤
住
民
課
長

ご
み
収
集
作
業
は
不
特
定
多
数
の

人
と
接
触
す
る
機
会
が
多
い
た
め
、
徹

底
し
た
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
い
る

が
、
万
が
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
人
的

対
応
は
可
能
と
の
確
認
は
で
き
て
い

る
。

坂
本
川
の
環
境
整
備

ア
ド
プ
ト
事
業
等
で
対
応
を
検
討

―
―
―
近
年
、
坂
本
川
の
河
床
や
堤
防

に
草
木
が
生
い
茂
り
、
安
全
面
や
景
観

上
に
問
題
が
あ
る
。

　
従
来
、
地
元
住
民
が
一
斉
清
掃
の
一

環
と
し
て
除
草
作
業
を
行
な
っ
て
き
た

が
、
高
齢
化
な
ど
で
今
後
の
継
続
は
難

し
い
。町
と
し
て
の
対
策
が
必
要
で
は
。

海
川
建
設
課
長

横
瀬
小
学
校
南
側
か
ら
せ
せ
ら
ぎ
橋

ま
で
の
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
管

理
上
、
町
で
草
刈
り
を
実
施
す
る
。
河

床
の
草
木
除
去
に
つ
い
て
は
、
県
と
住

民
と
の
「
官
民
協
働
業
務
」
や
「
ア
ド

プ
ト
事
業
」
な
ど
の
活
用
で
環
境
整
備

で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

―
―
―
護
岸
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
相
当

傷
ん
で
い
る
箇
所
が
あ
る
。
点
検
が
必

要
で
は
。

建
設
課
長

町
で
確
認
し
、
対
策
が
必
要
で
あ
れ

ば
県
に
報
告
し
て
対
応
す
る
。

役
場
職
員
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

業
務
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
仕
組
み

木が生い茂る坂本川の河床

その他の質問

 ● 小学校２校体制

 ● サルビア作業所移転

ア
ド
プ
ト
事
業

地
域
や
地
元
企
業
の
み
な
さ

ん
に
、
県
が
管
理
す
る
道
路
や

河
川
で
定
期
的
（
年
3
回
以
上
）

に
空
き
缶
拾
い
な
ど
の
清
掃
活

動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て

も
ら
う
た
め
の
仕
組
み
。
参
加

し
て
く
れ
る
方
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
の
加
入
や
ゴ
ミ
袋
等
の

簡
易
な
清
掃
道
具
の
提
供
を
行

う
。

篰
しとみ

 公
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一 般 質 問

討
し
、
必
要
な
予
算
を

計
上
す
る
。
町
内
外
か

ら
訪
れ
る
人
々
に
親
し

ま
れ
る
公
園
に
し
た
い
。

箇
所
が
残
っ
て
お
り
、
今
山
、
黒
岩
地

区
は
手
付
か
ず
で
あ
っ
た
。

4
年
度
予
算
で
、
星
谷
区
の
東
か
ら
黒

岩
区
に
か
け
て
「
了
仙
寺
工
区
」
と
し

て
、
工
事
が
始
ま
る
と
聞
く
が
、
そ
の

概
要
は
。

建
設
課
長

「
星
谷
工
区
」
の
東
側
で
、
施
工
延

長
は
１
２
６
ｍ
、
道
路
南
側
に
３
ｍ
か

ら
４
ｍ
拡
幅
す
る
計
画
で
あ
り
、
県
と

協
力
し
用
地
買
収
を
進
め
る
。

星
谷
運
動
公
園　

必
要
な
予
算
を
取
り

親
し
ま
れ
る
公
園
に
し
た
い

―
―
―
一
昨
年
の
７
月
会
議
で
、「
星

谷
運
動
公
園
の
花
壇
、
砂
場
な
ど
が
荒

れ
、
仮
設
ト
イ
レ
は
長
年
使
用
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
べ

き
」
と
の
質
問
に
、
町
長
は
、「
30
年

が
経
過
し
老
朽
化
し
て
い
る
。
来
年
に

は
新
し
く
し
た
い
」
と
答
え
、
さ
ら
に

教
育
長
は
「
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
答
え
た

が
、
全
く
改
善
さ
れ
て
な
い
。

県
道
狭
あ
い
部
の
改
良

県
と
協
力
し
用
地
買
収
を
進
め
る

―
―
―
県
道
新
浜
勝
浦
線
「
星
谷
工
区
」

改
良
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

海
川
建
設
課
長

計
画
延
長
６
０
０
ｍ
の
う
ち
、

３
３
０
ｍ
に
着
手
し
て
お
り
、
道
路
の

構
造
物
・
水
路
な
ど
が
終
了
し
、
舗
装

は
１
６
０
ｍ
が
完
了
し
て
い
る
。
3
年

度
事
業
と
し
て
、
さ
ら
に
約
１
０
０
ｍ

の
工
事
が
発
注
済
み
で
あ
る
。

―
―
―
中
山
工
区
で
狭
あ
い
で
危
険
な

市
川
教
育
長

看
板
以
外
は
一
年
間
何

に
も
で
き
て
い
な
い
。
今
後
、
花
壇
、

砂
場
な
ど
を
整
備
し
た
い
。

野
上
町
長

今
年
度
は
看
板
だ
け
予
算
化
し
た

が
、
運
動
公
園
の
維
持
管
理
を
含
め
検

狭
あ
い
部
改
良
工
事
３
３
０
ｍ
に
着
手

用
地
買
収
も
進
め
る

その他の質問

 ● 消防・防災体制と施策

 ● 星谷橋架け替えに向かって

 ● 担い手、耕作放棄地対策

 ● みかんのブランド化

 ● 道の駅周辺整備

拡幅工事が進む星谷工区

全く改善されていない星谷運動公園

住
民
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
期
待
を

背
負
っ
て
新
し
い
病
院
が
完
成
い
た

し
ま
し
た
。
働
き
や
す
い
、
働
き
が

い
の
あ
る
職
場
環
境
を
築
き
、
勝
浦

病
院
で
な
け
れ
ば
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
、
地
域
の
宝
と
な
る
病
院

に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
勝
浦
病
院
の

療
養
環
境
を
よ
く
す
る
こ
と
が
私
の

目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

何
度
も
質
問
を
重
ね
、
地
方
創
生

の
戦
略
と
し
て
医
療
の
充
実
を
と
、

議
会
か
ら
提
言
し
た
の
が
平
成
27

年
。
病
院
と
一
体
化
さ
れ
た
健
康
づ

く
り
や
相
談
窓
口
的
な
セ
ン
タ
ー
ま

で
は
併
設
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
新
し
く
な
っ
た
病
院
が

で
き
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
く
、

ハ
ー
ド
面
の
安
心
は
確
保
さ
れ
ま
し

た
。

今
後
は
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
た
め
の
体
制
強
化
と
、

充
実
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を
望
み
ま
す
。

病
院
機
能
も
職
員
の
意
識
も
変
化

に
対
応
で
き
な
け
れ
ば
存
続
が
難
し

い
時
代
で
す
。
職
員
の
皆
様
、
ど
う

か
そ
の
優
し
い
手
で
、
健
康
な
人
に

も
病
め
る
人
に
も
温
か
い
手
当
て
を

差
し
伸
べ
て
下
さ
い
。
あ
な
た
で
良

か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、

最
高
の
サ
ー
ビ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
病
院
で
新
た
な
気
分
で
、
地

域
の
医
療
、
福
祉
の
要
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
、「
地
域
と
の
繋
が
り
」

を
大
切
に
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を

支
え
て
も
ら
え
る
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。

待ちわびた新しい病院

国
くにきよ

清 一
い ち じ

治 議員

令和 4 年度の
広報モニター決定！

「
議
会
だ
よ
り
か
つ
う
ら
」
第
89
号

3
年
連
続
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

令
和
3
年
度
全
国
町
村
議
会
議
長
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
３
１
７

町
村
議
会
の
応
募
の
中
、
議
会
だ
よ
り

か
つ
う
ら
89
号
が
、
優
良
賞
（
9
位
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。一
昨
年
の
奨
励
賞
、

昨
年
の
優
良
賞
に
続
き
3
年
連
続
の
受

賞
で
す
。

審
査
委
員
か
ら
は
若
手
農
業
者
が
参

加
し
た
座
談
会
形
式
の
「
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ 
Ｔ

Ａ
Ｌ
Ｋ
（
オ
ー
バ
ー
ト
ー
ク
）
か
つ
う

ら
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」、「
町
民
の
声
に
対

す
る
質
問
」
や
「
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
」

等
の
広
聴
活
動
の
充
実
が
評
価
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
町
民
が

知
り
た
い
情
報
を
わ
か
り
や
す
い
表
現

方
法
を
意
識
し
な
が
ら
発
信
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
各
地
域
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー

で
す
が
、
今
年
度
は
次
の
み
な

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
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敬
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地域の宝となる病院になりますように

21 20



地域でガンバる人（地域のホシ）は、活動こそ各
おの
々
おの
で

すが、「地域を盛り上げる」というアツい想いは共通。
そんな共通の想いを持つ人はみんな「かつうらガンバ
ロウズ」の一員です。

気
温
も
徐
々
に
暖
か
く
な
り
色
鮮
や

か
な
花
が
咲
き
自
然
を
見
る
と
心
が
穏

や
か
に
な
り
ま
す
。
卒
業
・
入
学
・
異

動
な
ど
、
新
生
活
に
入
ら
れ
た
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
オ
ー
バ
ー
ト
ー
ク
は
「
新
病

院
に
期
待
す
る
こ
と
」
を
一
人
ひ
と
り

違
っ
た
観
点
か
ら
い
ろ
ん
な
意
見
を
い

た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
町
民
の
方

に
利
用
し
て
も
ら
え
る
病
院
へ
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
バ
ー
ト
ー
ク
並
び
に
「
町
長
に

期
待
す
る
こ
と
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取

材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に

は
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
取
材
活
動
を
通
し
て
人
と
人
と

の
繋
が
り
を
広
げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
活

動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀬
戸
直
一

議
会
だ
よ
り
か
つ
う
ら
　
　
令
和

4
年

4
月

30
日
発
行
　
第

92
号
　
　
発
行
：
徳
島
県
勝
浦
町
議
会
　
　
編
集
：
議
会
広
報
常
任
委
員
会

771-4395 徳
島
県
勝
浦
郡
勝
浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田

3　
　
電
話
：

0885-42-2513

　　　議会広報委員会では、みなさま

からの表紙写真を募集しております。

テーマは「町民

の笑顔」！

詳細は下記 URL

または QR コー

ドをチェック！

町民の「笑顔」募
集！

https://formok.com/f/1chm9gnl

父子ともに真摯に神職に励まれ、大変あり
がたく、誇りに思っています。境内の整備
や御朱印の工夫など地道な努力が実り、参
拝者も増えてきました。

加
か

藤
とう

 大
だい

典
すけ

1987 年生　勝浦町出身

【主な活動場所】坂本八幡神社

京都國學院を卒業後、伊予国一宮 大山祇神社
（愛媛県大三島）に奉職。その後、帰郷し坂本
八幡神社の宮司（実父）より禰宜を拝命する。

コロナ禍において手水の使用が制限される中、
お訪ねいただいた方の心が少しでも和めばと月
一度のペースで「花手水」を設置しています。
この取り組みは徳島初です。また、600 を超え
る行灯が飾られる地元のイベント「さかもとあ
かりの里」や「焚き火イベント」など、人が集
まりご縁が繋がる場所として、地域貢献できる
ようガンバっています。

時代の流れとともに、神社の役割は変われど伝統を踏
とう

襲
しゅう
しながら柔軟に対応していくべきだと思っておりま

す。

地域の人々が日々の祈りを捧
ささ
げ、生活の中で心休めるこ

とができるようになるだけでなく、この地域を離れて住
む人が故郷を思い出す時に楽しい思い出と共に心に浮
かぶような神社にしていきたいです。

【花手水】設置日などは神社公式 Instagram にて
https://www.instagram.com/tokushima.katsuurayama/


